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研究成果の概要（和文）：行動実験，神経心理実験，脳機能画像実験を通して，社会的情動の処

理には，高次認知機能の中枢である前頭前野だけでなく，島皮質や帯状回など，身体における

自律神経活動状態の認識に関連する部位が重要な役割を担っていることが明らかになった．同

時に，展望記憶や不安などの性格特性も深く関与することが示された． 
 
研究成果の概要（英文）：Our behavioral, neuropsychological and neuroimaging studies showed 
that the insular cortex and cingulate areas, as well as some areas within the prefrontal 
cortex, play critical roles in social emotion processing. These areas are also involved 
in monitoring autonomic body status, which is highly correlated with prospective memory 
performance and anxiety symptoms. 
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１．研究開始当初の背景 
 
情動・記憶・言語・意思決定など，人間の
高次認知機能に関する認知神経科学研究は，
最近 10年の間に急速に発展し，さまざまな
事実が明らかにされ，人間の認知神経メカニ
ズムに関する理解が大きな進歩を遂げた．近
年になり，認知神経科学研究における関心は，
社会性，あるいはそれを支える自己認識や情
動処理に向けられるようになり，これまで複
雑だと考えられていた数々の研究テーマに
ついて，興味深い研究が報告されている．そ

して，社会認知神経科学 (social cognitive 
neuroscience)，あるいは社会脳 (social 
brain) という一研究分野として認識され始
め，複数のアプローチを用いて統合的に理解
しようという試みが一般的になりつつある． 
代表者は，社会性と情動に関する認知神経
メカニズムを知るために，脳損傷例を対象と
した神経心理学的手法，および脳機能画像法
のひとつである機能的 MRI を用いた研究を
行ってきた．しかしながら，研究を進めてい
く上で徐々に浮彫りになった点は，研究の対
象を喜怒哀楽に代表されるような「基本感
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情」だけでなく，社会的なコミュニケーショ
ン場面で必要とされる，より「複雑な感情」，
すなわち社会的情動に拡張する必要がある
こと，そして，そうした社会的な場面を想定
した研究を行うためには，高次認知機能の背
景にある脳活動に加えて，身体生理反応との
関係性に注目すること，すなわち，心臓など
の内臓の状態をモニターする感覚である内
受容感覚 (interoceptive awareness) の役
割を十分に考慮する必要があるということ
であった． 
そこで本研究では，以下に述べるような研
究を実施し，これらの点に関する解明を試み
た． 
２．研究の目的 
 
これまでの先行研究および著者らの一連
の研究から，基本感情や比較的高次な感情を
司る神経メカニズムとして，前頭前野や，扁
桃体を中心とする辺縁系などの部位が関与
していることが指摘されている．さらにそれ
らの事実に加えて，我々の実際の情動反応に
は，通常，身体生理反応がそれに先行して起
こっており，その一連の反応が情動の生起に
関与すると考えられてきた．これらの処理に
は，帯状回，島，視床，脳幹などの部位が関
わることが指摘されている． 
これまでの研究を概観する限り，基本感情
については，その生理メカニズムおよび神経
メカニズムがある程度理解されている．しか
しながら，日常生活で必要とされる感情は，
はるかに複雑であり，基本感情に関するこれ
までの研究成果だけからでは，社会的情動の
生理メカニズムや神経メカニズムを推察す
ることは困難である．  
そこで本研究では，これらの必要性を満た
すために，日常生活における対人場面で重要
な要因となる，不安状態および，不安状態の
結果として示される予測機能に着目した．そ
して，そうした情動反応に伴う身体生理反応
を調べるために，心拍や発汗などの自律神経
活動をモニターしつつ，機能的MRI を用いて
脳の神経活動を調べるという方法を用いた．
そして，脳活動および身体生理活動が，いか
に複雑な情動の生起に関連しているかにつ
いて深く検討することを目的とした． 
さらに本研究では，健常者に加え，特定の
高次認知機能に障害を示す脳の選択的損傷
を持つ症例をも対象とした．脳損傷例を対象
とする神経心理学的なアプローチと，脳機能
画像研究を併用することにより，内受容感覚
を媒介要因として社会的情動のメカニズム
が多角的に検討できる．本研究では，すべて
の研究を通して，「心・脳・身体」という三
者関係を統合的に理解することを目的とし
た． 
 

 
３．研究の方法 
 
研究は全体として，身体生理反応測定装置
(TEAC Polymate) を用いた行動生理実験を行
うことを基本とし，さらに機能的 MRI 
(Siemens 3 tesla) を用いた実験を同時並行
で行った．ただし，損傷例については，行動
生理実験のみを実施した． 
初年度に当たる 2009年度には，まず情動
反応に伴う身体生理反応について詳しく検
討するため，機能的MRIを用いた内受容感覚
に関する検討を行った．また，心拍や発汗な
どの自律神経活動をモニターすることによ
り，他者の情動的な表情を認識する際，およ
び情動的な文章を理解する際の身体反応に
ついても詳しく調べた． 
2010年度には，初年度に行った情動反応
に伴う身体生理活動について検討した機能
的MRIの結果を受け，神経心理学的アプロ
ーチによる研究を実施した．本研究では，
他者の情動的な刺激を見ている際の心拍や
発汗などの自律神経活動をモニターするこ
とにより，それに伴う脳反応と身体反応の
関係性を詳細に検討し，その成果から，自
律神経の中枢部位と考えられている島皮質
や前頭前野などが深く関与することが知ら
れていた．したがって，その部位の損傷に
よって，いかなる障害が現れるのかを調べ
ることは，極めて重要な意味を持つと考え
られた． 
また，2010年度は，不安とも関連の強い
記憶機能である展望記憶の研究を実施した．
意図した行為や予定を，タイミングよく自
発的に想起するためには，背景として，前
頭葉が関与していることが知られているが，
そのいずれの部位が特に強くかかわるかに
ついては，未だ決定的な解答が得られてい
ない．そこで，さまざまな部位に障害を持
つ多くの症例を対象として，展望記憶のパ
フォーマンスに関わる脳部位の特定を試み
た． 
最終年度である 2011年度は，初年度およ
び 2010年度に実施した情動反応に伴う身体
生理活動について検討した機能的MRIの結果
を受け，さらなる機能的MRIおよび生理心理
実験を実施した．本研究では，自己の情動的
状態と身体状態のモニターが共通の神経基
盤を構成しているか，不安状態などのパーソ
ナリティを考慮しつつ，詳細に検討した． 
 
 
４．研究成果 
 
初年度の実験の結果，自律神経の中枢部位
と考えられている帯状回前部および島皮質
などが深く関与すること，また前頭葉の下部



が背景感情の生成に関与することなどが，機
能的MRIの研究により明らかになった．さら
に，自律神経の活動に関する詳細な分析から
は，感情表出性が低い人ほど，情動的な文章
を読解する際の身体反応が乏しいことなど
が明らかになった．覚醒度の高さによって，
情動表情を知覚する際の時間評価にも影響
を及ぼすことも示された．これらの結果から，
社会的情動の生起メカニズムを考慮する際
には，身体情報の処理に注目する必要がある
ことが明らかになった．これらの実験結果は，
不安などの質問紙とも興味深い相関を示し
ており，2年度目以降の神経心理学的アプロ
ーチによる研究に重要な示唆を与えた． 
 
図1. 展望記憶の遂行に影響を及ぼす部位 

 
 
また，これらの成果は，基礎研究として有
益な示唆を与えうると同時に，臨床場面や教
育場面において，例えば登校拒否などを理解
する上で，重要な実践的な参考資料となるも
のと考えられた． 
さらに2010年度の実験の結果，前頭葉の
下部の損傷では，自律神経反応が全般的に
乏しくなること，情動反応を支える役割を
担う記憶機能の一部に低下がみられること
などが明らかになった．一方，島皮質の損
傷では，身体反応の一部に障害がみられ，
基本感情の種類によって，自律神経反応の
表出が異なることが示された．これらの結
果から，各種感情の生起に，身体情報の処
理や内受容感覚が総合的に重要な役割を担
うことが示唆された．また，自分の「感情」
状態を自己評価するときと，「身体」の状態
を自己評価するときの脳活動を測定した結
果，共通して活動する脳部位として，島皮質
前部・下前頭回・後部帯状回周辺領域を特定
した．さらに，この時の島皮質前部の活動量
は，不安傾向や神経症傾向といった感情に関
わる性格特性と相関していることが明らか
になった．これらの部位が自分の身体に注意
を向ける機能を担い，特に島皮質前部は，身

体情報を主観的体験に統合していくために
重要な部位であることを明確に示す研究結
果を得たものと考えられた．右島皮質に限局
的な損傷を持ち，基礎的な認知能力に問題の
ない症例を対象に，表情画像が表わしている
感情の種類の識別，およびその感情の強さの
評価課題を実施した結果，症例においては顔
表情に対する自律神経活動レベルは健常群
とほぼ同一であり，身体の情動反応自体は正
常に保たれていた．しかし，怒り表情を誤っ
て嫌悪や悲しみと判断してしまうといった
ネガティブ表情の識別能力の低下が観察さ
れた。さらに，表情が表わす感情の強さを健
常群よりも低く評価する傾向にあった．これ
らの結果は，右島皮質が，主観的に経験でき
る感情の強さを調整し，感情の正確な識別に
重要な役割を担っていることを示唆するも
のと考えらえた． 
展望記憶に関する神経心理学的研究から

は，図1に示すような部位，具体的には，①
右前頭前野背外側部，②右前頭前野腹内側部，
③左前頭前野背内側部の順に，損傷に対して
敏感に展望記憶のパフォーマンスが低下す
ることが示された．こうした部位が，不安を
喚起する要因ともなる予測機能と大きな関
わりがあることが明らかになった． 
これまでの一連の研究成果から，自律神経
の中枢部位と考えられている島皮質や前頭
前野などが，感情処理や不安状態と深く関与
することが明らかになった．最終年度には，
そうした身体反応が，不安障害などの心理的
側面やパーソナリティ特性と深く結びつい
ていることをさまざまな角度から示した．具
体的には，自己意識感情のレベルによって，
前頭前野の賦活レベルが変化することなど
が新たに示され，高次認知機能が自己意識と
深い関係にあること，またそれらが身体の反
応と密接な関係にあることなどを示すこと
ができた．これらの結果は，前年度までに実
施した画像研究や損傷研究とも一貫した理
論的枠組みで捉えることが可能であり，高次
感情の生起に，身体情報の処理や内受容感覚
が総合的に重要な役割を担うことが全体を
通して示唆された．これらの成果は，臨床・
教育場面における諸問題にも深く関連して
おり，今後，発達的な側面を含め，さまざま
な方向に展開，活用されうることを期待され
る． 
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